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103 縄文時代の柄鏡形住居址の再検討

あ
る
が
（
桜
井
一
九
六
七

縄
文
時
代
の
柄
鋭
形
住
居
址
の
再
検
討

約
一
万
年
以
上
続
く
縄
文
時
代
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
中
期
は
他
の
時
期
に
比
べ
遺
跡
数
が
多
い
。
特
に
関
東
地
方
で
は
、
関
東
口

ー
ム
層
ま
で
深
く
掘
り
下
げ
る
中
期
の
竪
穴
住
居
が
、
明
瞭
な
形
で
住
居
形
態
を
把
握
で
き
る
。
縄
文
時
代
中
期
後
葉
に
な
る
と
ロ
ー
ム

層
面
ま
で
深
く
掘
り
込
ま
な
い
た
め
に
住
居
形
態
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
竪
穴
住
居
の
構
築
の
仕
方
、
掘
り
込
み
が

浅
い
だ
け
で
な
く
、
主
柱
か
ら
壁
柱
へ
の
構
造
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
、
中
期
後
葉
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
南
関
東
で
は
中
期
の
何
型
式
に
も
わ
た
っ
て
集
落
が
つ
く
ら
れ
た
大
規
模
遺
跡
に
お
い
て
は
、
環
状
を
呈
す
る
集
落
形
態
が
み

ら
れ
る
が
、
中
期
後
葉
の
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
に
よ
っ
て
環
状
集
落
が
崩
壊
す
る
。
柄
鏡
形
住
居
は
中
期
後
葉
に
出
現
し
、
中
期
末
業
に

は
南
関
東
を
中
心
に
中
部
地
方
、
東
海
、
東
北
地
方
南
部
ま
で
分
布
が
拡
大
す
る
。
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
は
、
中
期
ま
で
の
集
落
構
造
を

変
え
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
柄
鏡
形
住
居
」
は
、
桜
井
清
彦
が
一
九
六
七
年
に
神
奈
川
県
横
浜
市
猿
田
遺
跡
の
住
居
址
を
近
世
の
柄
鋭
の
形
か
ら
命
名
し
た
も
の
で

ー
は
じ
め
に

ニ
八
頁
）
、
そ
の
後
、
特
異
な
形
態
や
そ
の
性
格
を
巡
っ
て
、
村
田
文
夫
と
山
本
暉
久
の
間
で
「
特
殊
」
か

本

橋

恵

美

子
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「
一
般
」
か
、
と
い
う
論
争
が
お
こ
り
（
村
田
一
九
七
六
・
山
本
一
九
七
六
）
、
多
く
の
研
究
者
に
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
筆
者
も
柄
鏡
形

住
居
の
出
現
に
つ
い
て
、

――1
0
年
前
に
取
り
上
げ
、
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
は
、
小
張
り
出
し
を
も
っ
「
潮
見
台
型
」
と
敷
石
や
配
石
を
も

つ
住
居
、
屋
外
の
埋
甕
を
と
も
な
う
敷
石
あ
る
い
は
配
石
遺
構
が
融
合
し
た
も
の
と
考
え
た

(
-
）
潮
見
台
型
住
居
と
配
石

（
本
橋
一
九
八
八
）
。
約
三

0
年
経
過
し
て
、

遺
跡
の
発
掘
事
例
が
増
え
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
補
強
す
る
資
料
が
増
え
て
き
た
も
の
と
考
え
、
再
び
柄
鏡
形
住
居
の

「
柄
鏡
形
住
居
」
を
山
本
暉
久
は
、
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
確
か
に
、
石
材
の
獲
得
で
き
る

地
域
で
は
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
と
し
て
分
布
し
、
石
材
の
乏
し
い
地
域
で
は
石
の
な
い
柄
鏡
形
住
居
が
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
柄
鏡
形

住
居
が
加
曽
利
E

式
土
器
の
分
布
範
囲
に
伝
播
す
る
と
い
う
主
張
も
支
持
し
た
い
（
山
本
一
九
八
八
•
本
橋
一
九
八
八
）
。
出
現
期
に
つ
い

て
は
、
山
本
は
小
さ
な
張
り
出
し
を
も
つ
住
居
を
柄
鏡
形
の
初
源
期
と
捉
え
、
柄
鏡
形
住
居
の
概
念
に
含
め
て
考
え
る
。
私
は
、
こ
の
潮

見
台
型
住
居
（
本
橋

前
掲
）
は
、
柄
鏡
形
住
居
と
は
別
に
捉
え
る
。
本
稿
は
、
こ
の
点
を
中
心
に
述
べ
、
縄
文
時
代
中
期
後
葉
に
柄
鏡

形
住
居
が
出
現
し
、
環
状
集
落
が
崩
壊
す
る
画
期
と
な
っ
た
点
を
強
調
し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
の
前
提
と
し
て
、
住
居
跡
の
時
期
設
定
は
加
曽
利
E
式
土
器
の
四
期
区
分
の
う
ち
、
加
曽
利
E
3
式
は
胴
部
文
様
の
平

行
沈
線
文
は
磨
消
縄
文
（
条
線
文
）

で
あ
り
、

口
縁
部
文
様
帯
が
な
く
な
る
も
の
を
新
段
階
と
し
て
区
分
す
る
。
ま
た
、
加
曽
利
E
4
式

は
縄
文
が

L
R
で
、
施
文
手
順
が
充
填
手
法
に
代
わ
る
も
の
を
と
し
、
微
隆
起
文
は
新
段
階
と
す
る
。
微
隆
起
文
を
も
つ
加
曽
利
E
4
式

II

柄
鏡
形
住
居
出
現
前
の
住
居
形
態
の
様
相

出
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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土
器
は
称
名
寺
式
土
器
に
伴
う
事
例
が
多
い
が
、
中
期
の
範
疇
で
捉
え
た
い
。
土
器
の
新
旧
関
係
段
階
区
分
は
、
お
お
む
ね
東
京
編
年
や

柄
鏡
形
住
居
出
現
前
の
住
居
形
態
と
し
て
、
竪
穴
住
居
で
小
さ
な
張
り
出
し
を
も
つ
も
の
を
「
潮
見
台
型
」
と
す
る
（
本
橋

見
台
型
住
居
は
隅
丸
円
方
形
が
多
く
、
小
さ
な
張
り
出
し
部
に
は
埋
甕
と
そ
の
脇
に
対
応
す
る
ピ
ッ
ト
が
み
ら
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

図
l
.
1
の
神
奈
川
県
川
崎
市
潮
見
台
遺
跡
の
J

8
号
住
届
址
を
典
型
と
す
る
。
潮
見
台
遺
跡
は
、
隅
丸
方
形
で
四
本
柱
、
周
溝
を
も

つ
。
小
さ
な
張
り
出
し
部
に
は
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。
平
面
形
態
が
隅
丸
方
形
で
あ
る
も
の
は
、

6
の
長
野
県
高
森
町
増
野
新
切
遺
跡
D
八

号
住
居
址
と

8
の
長
野
県
伊
那
市
月
見
松
遺
跡
第
三
号
住
居
址
で
あ
る
。
こ
の
二
例
は
曽
利

II
式
土
器
の
埋
甕
を
伴
う
。
炉
址
を
挟
ん
で

埋
甕
と
対
峙
す
る
位
置
に
配
石
が
み
ら
れ
る
。
四
本
柱
で
、
埋
甕
の
脇
に
対
ピ
ッ
ト
が
あ
る
。

4
は
相
模
原
市
川
尻
中
村
遺
跡
の
四
号
住

居
址
で
、
主
柱
穴
は
五
本
で
、
南
側
の
小
張
り
出
し
に
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。

奥
壁
部
に
配
石
が
み
ら
れ
る
事
例
は
、

2
.
3
.
5
.
6
.
8
で
あ
る
。

2
は
、
相
模
原
市
寺
原
遺
跡
一
一
号
住
居
址
で
、
奥
壁
部
に
立

石
と
配
石
、
東
側
に
対
ピ
ッ
ト
を
と
も
な
う
小
張
り
出
し
が
み
ら
れ
る
。

3
は
、
相
模
原
市
大
地
開
戸
遺
跡
七
号
住
居
址
で
、
楕
円
形
の

平
面
形
態
に
四
本
柱
、
奥
壁
部
に
立
石
を
と
も
な
う
配
石
が
あ
り
、
炉
址
と
対
峙
す
る
位
置
に
小
張
り
出
し
と
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。

5
は、

神
奈
川
県
山
北
町
尾
崎
遺
跡
―
―
六
号
住
居
址
で
、
炉
址
を
中
心
と
し
て
、
奥
壁
部
に
立
石
が
あ
り
、
対
峙
す
る
位
置
に
小
張
り
出
し
と
埋

甕
が
あ
る
。
こ
の
立
石
は
、
長
さ
が
一
・

-
m
を
測
る
。

6
は
、
長
野
県
下
伊
那
郡
高
森
町
増
野
新
切
遺
跡
D
区
八
号
住
居
址
で
、
方
形

形
態
で
、

4
本
柱
、
南
東
に

2
対
の
ピ
ッ
ト
と
埋
甍
が
み
ら
れ
る
。
奥
壁
部
に
は
ピ
ッ
ト
を
囲
む
配
石
が
あ
り
、
炉
址
を
中
心
に
敷
石
、

埋
甕
と
対
峙
す
る
位
置
に
あ
る
。

7
は
、
長
野
県
茅
野
市
棚
畑
遺
跡
―
―
一
三
号
住
居
址
で
、
小
張
り
出
し
は
み
ら
れ
な
い
が
、
埋
甕
の
脇

に
対
応
す
る
ピ
ッ
ト
が
あ
る
、
五
本
柱
の
楕
円
形
の
住
居
形
態
。
主
軸
線
上
に
奥
壁
部
の
柱
穴
、
炉
址
、
埋
甕
が
並
ぶ
。
埋
甕
は
士
器
が

逆
位
に
埋
設
さ
れ
、
石
蓋
を
伴
う
3

8
は
、
長
野
県
伊
那
市
月
見
松
遺
跡
第
三
号
址
で
、
隅
円
方
形
の
住
居
形
態
で
、
四
本
柱
で
あ
る
。

神
奈
川
編
年
と
大
き
く
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
。

前
掲
）
。
潮
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潮見台遺跡 8号住居址 2
 

寺原遺跡 2号住居址

ー
）

r̀ 

[、

-̀
＼
 

ぷ鼻`i
 

3
 

大地開戸遺跡 26号住居址

5
 

址居住号6
 

2
 

跡遺崎

／
＼
ノ
し
＼
ー
ノ
~
尾

7
 

棚畑遺跡 123号住居址

4
 

川尻中村遺跡 4号住居址

6
 

＼
ー
ノ

ふ
し
乳
．

/,．¥‘ 

増野新切遺跡D8号住届址

8
 

月見松遺跡第 3号址

図1 潮見台型と立石・配石をもつ住居跡
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潮
見
台
型
住
居
の
他
に
、
竪
穴
仕
居
で
敷
石
を
伴
う
事
例
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
埼
玉
県
嵐
山
町
行
司
免
遺
跡
第
一
一
七
九
号
住
居

址
は
、
加
曽
利
E
3
糾
式
期
の
円
形
の
住
居
形
態
で
、
居
住
空
間
の
一
部
に
敷
石
が
み
ら
れ
る
。
因
み
に
行
司
免
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中

期
中
葉
勝
坂
l
式
か
ら
中
期
後
葉
加
曽
利

E
3
新
式
期
ま
で
継
続
し
て
居
住
が
続
く
環
状
集
落
で
あ
る
が
、
中
期
末
葉
加
曽
利
E
4
式
期

の
住
居
址
は
な
く
、
後
期
初
頭
称
名
寺
式
I
期
の
竪
穴
住
居
址
が
一
軒
存
在
す
る
が
、
柄
鏡
形
で
は
な
い
。

住
居
の
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
川
尻
中
村
遺
跡
と
月
見
松
遺
跡
は
曽
利
II
式
、
大
地
開
戸
遺
跡
は
加
曽
利
E
3
式
，
増
野
新
切
遺
跡
は

唐
草
文
系
土
器
、
寺
原
遺
跡
と
棚
畑
遺
跡
は
加
曽
利
E
3
新
式
期
で
あ
る
。
潮
見
台
型
の
住
居
は
加
曽
利
E
2
期
あ
る
い
は
、
曽
利
II
式

期
で
は
方
形
形
態
が

H
立
つ
。
加
曽
利
E
3
式
、
加
曽
利
E
3
新
式
期
に
は
円
形
、
楕
円
形
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
潮
見
台
型
・

配
石
や
立
石
を
と
も
な
う
住
居
は
住
居
主
軸
を
中
心
と
し
た
左
右
対
称
の
構
造
を
も
つ
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、
配
石
や
立
石
は
、
中
部
地

（
二
）
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居
址

敷
石
住
居
址
は
、
竪
穴
住
居
の
よ
う
な
掘
り
込
み
が
確
認
で
ぎ
な
い
住
居
址
で
あ
る
場
合
、
「
住
居
址
」
で
あ
る
か
、
「
敷
石
遺
構
」
で

あ
る
か
、
判
別
が
難
し
い
。
多
く
の
場
合
は
、
炉
址
を
伴
う
か
否
か
で
、
居
住
を
行
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
建
物
と
い
う
こ
と
で
「
住
居

址
」
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
敷
石
住
居
址
の
遺
存
状
態
が
悪
い
場
合
は
、
住
居
形
態
が
不
明
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

柄
鏡
形
住
居
の
空
間
郊
に
つ
い
て
は
、
主
体
部
、
柄
部
に
分
け
、
主
体
部
で
は
、
炉
址
周
辺
部
を
「
炉
辺
部
」
、
柄
部
に
対
す
る
住
居
奥

の
部
分
を
「
奥
壁
部
」
、
主
体
部
で
柄
部
に
近
い
空
間
を
「
出
入
口
部
」
、
柄
部
と
主
体
部
が
接
す
る
部
分
、
出
入

n部
の
柄
部
と
接
す
る

部
分
を
「
連
結
部
」
と
呼
称
す
る
（
本
橋
一
九
八
八
）
。

域
を
中
心
と
し
た
山
地
地
域
に
特
徴
的
で
あ
る
。

主
軸
線
上
に
炉
址
、
対
ピ
ッ
ト
小
張
り
出
し
と
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。
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で
、
主
体
部
が
円
形
で
、
主
軸
が
五

m
、
柄
部
が

m
 

向
け
て
埋
設
さ
れ
て
い
た
。

図
2
は、

1
か
ら

3
ま
で
が
加
曽
利
E
3
新
式
期
あ
る
い
は
併
行
期
の
柄
鏡
形
住
居
址
で
あ
る
。

1
は
、
山
梨
県
都
留
郡
西
桂
町
宮
の

前
遺
跡
で
、
平
面
形
態
が
円
形
、
周
溝
を
も
つ
四
本
柱
の
住
居
址
で
あ
る
。
柄
部
に
曽
利

m式
土
器
の
埋
甕
と
階
段
状
の
施
設
を
も
つ
。

四
本
柱
で
、
出
入
口
部
の
周
溝
の
間
に
埋
甕
が
あ
る
点
は
、
潮
見
台
刑
上
の
住
居
形
態
に
類
似
す
る
が
、
住
居
址
の
長
軸
に
対
す
る
柄
部
の

長
さ
が
一
三
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
柄
鏡
形
住
居
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
図
2
|
2
は
、
長
野
県
千
曲
市
屋
代
遺
跡
で
、

隅
丸
方
形
の
竪
穴
住
居
に
配
石
状
の
柄
部
を
も
つ
。
壁
と
敷
石
の
間
に
テ
ラ
ス
状
の
空
間
が
あ
る
。
埋
甕
は
、
出
入
部
、
柄
部
、
柄
部
先

端
と
三
箇
所
に
み
ら
れ
る
。
出
入
口
部
の
圧
痕
文
土
器
、
柄
部
と
柄
部
先
端
に
は
加
曽
利
E
3
新
式
土
器
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
柄
部
先

端
の
埋
甕
は
、
両
耳
壺
で
あ
る
。

3
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
初
山
遺
跡
西
一
号
住
居
址
で
、
主
体
部
南
側
の
壁
が
確
認
で
き
な
い
が
、
お

お
む
ね
円
形
の
主
体
部
に
方
形
の
柄
部
を
も
つ
住
居
形
態
で
あ
る
。
柱
は
壁
柱
穴
で
、
石
囲
炉
址
か
ら
出
入
口
部
に
敷
石
と
対
ピ
ッ
ト
が

あ
り
、
加
曽
利
E
3
新
式
土
器
が
人
れ
子
で
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
柄
部
先
端
に
は
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
撚
糸
文
士
器
が
主
体
部
方
向
に

拡
大
期
の
柄
鏡
形
住
居

加
曽
利
E
4
古
期
か
ら
柄
部
が
大
き
く
な
り
、
連
結
部
の
対
ピ
ッ
ト
が
定
着
す
る
傾
向
に
あ
る
。

4

は
、
相
模
原
市
寺
原
遺
跡
一

0
号
住
居
址
で
、
主
軸
が
七
•
五

m
、
主
体
部
四
・
五

m
、
柄
部
長
さ
二

m
の
柄
鏡
形
住
居
址
で
あ
る
。

主
体
部
の
敷
石
は
遺
存
状
態
が
悪
く
、
石
が
抜
け
て
い
る
部
分
が
多
い
。
柄
部
に
は
大
き
め
の
板
状
の
石
を
使
用
し
て
い
る
。
石
囲
炉
で
、

対
ピ
ッ
ト
を
も
ち
、
柄
部
先
端
に
加
曽
利

E
4
式
の
鉢
形
土
器
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

5
は
、
相
模
原
市
当
麻
遺
跡
第
一
号
敷
石
住
居
址

•
六
m
を
測
る
。
壁
や
柱
穴
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
石
囲
炉
は
主
体
部
中
心
よ
り
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や
や
奥
壁
部
よ
り
に
み
ら
れ
る
。
埋
甕
は
連
結
部
と
柄
部
先
端
に
あ
り
、
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
曽
利
＞
式
土
器
が
正
位
に
埋
設
さ
れ
て

い
る
。
連
結
部
の
土
器
は
底
部
に
穿
孔
が
み
ら
れ
る
。
群
馬
県
富
岡
市
田
篠
中
原
遺
跡
は
、
加
曽
利

E
3
新
式
期
か
ら
敷
石
住
居
が
み
ら

れ
る
が
、
柄
鏡
形
住
居
は
加
曽
利

E
4
式
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
敷
石
の
状
態
が
水
平
で
な
い
こ
と
か
ら
報
文
で
は
「
配
石
遺
構
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
炉
址
と
埋
甕
の
位
置
で
柄
鏡
形
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

6
は、

二
三
号
配
石
遺
構
で
、
石
囲
炉
の
周
辺
に
は
石

の
な
い
空
間
が
あ
り
、
柄
部
先
端
に
胴
部
過
半
か
ら
底
部
の
土
器
が
一
―
個
体
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
主
軸
が
六
•
四m
。
柄
部
の
長
さ
が
一
―
-
·

四

m
を
測
る
。

7
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
洋
光
台
猿
田
遺
跡
第
一

0
号
住
居
址
で
、
円
形
の
主
体
部
に
周
溝
が
巡
り
、
連
結
部
に
は
対
ピ

ッ
ト
と
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。
主
体
部
の
周
溝
は
、
前
段
階
の
様
相
を
残
し
て
い
る
。
炉
址
は
土
器
片
囲
炉
で
、
埋
甕
は
加
曽
利

E
3
新
式

士
器
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
主
軸
は
四

m
、
柄
部
の
長
さ
は
一
•
四

m
で
あ
る
。
8

は
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
東
台
遺
跡
第
一
―
地
点
の

―
1
0
号
仕
居
址
で
あ
る
。
円
形
の
主
体
部
で
、
壁
柱
穴
と
壁
と
の
間
に
テ
ラ
ス
を
も
つ
。
奥
壁
部
に
縁
石
が
あ
り
、
柄
部
に
も
配
石
が
み

ら
れ
る
。
埋
甕
は
、
出
入
口
部
と
柄
部
に
あ
る
。
出
入
口
の
埋
甕
は
加
曽
利
E
4
式
土
器
の
両
耳
壺
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
桐
部
に
穿
孔

が
み
ら
れ
る
。
柄
部
の
埋
甕
は
主
体
部
に
向
け
て
斜
位
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
奥
壁
部
に
は
縁
石
に
石
棒
が
含
ま
れ
て
い
た
。

9
は
、
束

京
都
東
久
留
米
市
新
山
遺
跡
ニ
―
一
号
住
居
址
で
、
主
体
部
は
隅
丸
方
形
で
、
主
軸
が
五
・
五

m
、
柄
部
が
三
・
六

m
で
あ
る
。
奥
壁
部
に

配
石
、
炉
辺
部
に
敷
石
が
み
ら
れ
る
。
壁
柱
穴
で
、
連
結
部
に
は
埋
甕
が
一
一
箇
所
、
柄
部
に
は
配
石
が
あ
り
、
先
端
に
も
埋
甕
が
み
ら
れ

る
。
奥
壁
部
に
縁
石
、
柄
部
に
は
配
石
が
あ
り
、
先
端
に
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。
埋
甕
は
出
入
口
部
に
も
み
ら
れ
る
。
図
3
.
1
は
群
馬
県

利
根
郡
み
な
か
み
町
梨
ノ
木
平
遺
跡
の
敷
石
住
居
址
で
、
主
体
部
に
板
状
の
石
を
用
い
て
い
る
。
柱
は
壁
柱
穴
で
、
敷
石
は
柱
穴
の
内
側

に
施
さ
れ
、
敷
石
の
間
に
は
小
礫
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
炉
は
、
石
囲
埋
甕
炉
で
、
加
曽
利

E
4
式
土
器
の
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
土

器
が
連
結
部
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
。

2
は
、
屋
代
遺
跡
S
B
5
3
3
7

の
柄
鏡
形
住
居
址
で
、
埋
甕
は
、
連
結
部
と
柄
部
先
端
に
み
ら
れ
る
。
主

休
部
は
方
形
で
、
壁
際
に
周
溝
が
あ
り
、
壁
柱
穴
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
敷
石
は
板
状
石
で
、
特
に
出
入
口
部
に
大
き
め
の
石
を
配
し
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居
址
で
あ
る
。
主
軸
が
五

m
、
柄
部
の
長
さ
は

て
い
る
。
炉
は
石
囲
土
器
敷
炉
で
、
埋
甕
は
加
曽
利

E
4
式
士
器
の
口
縁
か
ら
底
部
の
土
器
を
埋
設
し
、
柄
部
先
端
で
は
二
個
体
入
れ
子

-
•
五
m
で
あ
る
。
3

は
、
東
京
都
小
金
井
市
前
原
遺
跡
例
で
、
主
体
部

は
隅
円
方
形
で
あ
る
。
小
礫
が
柱
穴
に
沿
っ
て
配
さ
れ
る
柄
鏡
形
住
居
址
で
、
埋
甕
は
出
入
口
部
と
柄
部
先
端
に
み
ら
れ
る
。
出
入
口
部

に
は
二
対
の
ピ
ッ
ト
が
み
ら
れ
る
。
埋
甕
は
、
出
入
口
部
の
南
側
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
付
近
に
は
、
礫
の
代
わ
り
に
土
器
片
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
。

4
は
、
埼
玉
県
坂
戸
市
坂
東
山
遺
跡
第
一
号
柄
鏡
形
敷
石
住
居
跡
で
、
遺
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
。
円
形
の
主
体
部
に
柄

部
が
つ
く
も
の
で
、
主
軸
は
五
•
―

-
m
、
柄
部
が
一
・
八
m
で
全
体
に
敷
石
が
施
さ
れ
て
い
る
。
主
体
部
に
は
周
溝
が
め
ぐ
り
、
溝
の
上

に
柱
穴
が
つ
く
ら
れ
、
敷
石
は
柱
穴
の
内
側
に
あ
る
。
連
結
部
に
は
対
ピ
ッ
ト
と
溝
状
の
ピ
ッ
ト
が
み
ら
れ
る
。
埋
甕
は
み
ら
れ
な
い
。

後
期
初
頭
称
名
寺
I
式
期
で
あ
る
。

5
は
、
東
京
都
府
中
市
武
蔵
台
東
遺
跡
S
I
5
6

号
住
居
址
で
、
円
形
の
主
体
部
に
柄
部
が
つ
く
敷
石
住

・
八

m
で
あ
る
。
加
曽
利

E
4
式
土
器
が
、
出
入
口
部
と
柄
部
先
端
に
二
個
体
埋
設
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
体
部
の
東
側
に
も
胴
部
の
埋
甕
が
み
ら
れ
る
。
炉
址
は
石
囲
炉
で
固
辺
部
は
敷
石
が
な
い
空
間
が
あ
る
。
壁
柱
穴

で
内
側
に
敷
石
が
施
さ
れ
て
い
る
。

6
は
、
東
京
都
多
摩
市
向
郷
遺
跡
S
I
1
4
号
住
居
址
で
、
円
形
の
主
体
部
に
敷
石
を
伴
う
柄
部
が
み
ら

れ
る
。
主
体
部
に
は
周
溝
が
巡
る
壁
柱
の
構
造
で
あ
る
。
縁
石
が
周
溝
の
内
側
に
み
ら
れ
る
。
主
軸
が
五
•
四

m
、
柄
部
の
長
さ
が
―
―
―
•

五

m
で
あ
る
。
柄
部
の
幅
が
二

m
で
、
か
な
り
幅
が
広
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
埋
甕
は
、
加
曽
利

E
4
式
の
両
耳
壺
が
埋
設
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
連
結
部
の
対
ピ
ッ
ト
の
間
に
立
石
が
あ
る
。

7
は
、
長
野
県
佐
久
市
三
田
原
遺
跡
一
一
豆
号
住
居
址
は
称
名
寺
I
式
期
で
あ
る
。

隅
円
方
形
の
主
体
部
に
半
円
形
の
柄
部
を
も
つ
。
敷
石
は
柄
部
の
み
に
み
ら
れ
、
主
体
部
に
は
柱
穴
の
内
側
に
縁
石
が
配
さ
れ
て
い
る
。

石
囲
埋
甕
炉
で
あ
る
。
奥
壁
部
に
は
溝
が
あ
り
、
そ
の
溝
の
中
か
ら
丸
石
が
出
土
し
た
。
連
結
部
に
は
対
ピ
ッ
ト
と
中
央
に
は
石
皿
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
。
埋
甕
の
代
用
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
連
結
部
に
立
石
が
み
ら
れ
る
。

8
は
、
束
京
都
練
馬
区
貫
井
二
丁
目
遺
跡
J
2

号
住
居
址
で
あ
る
。
円
形
の
主
体
部
に
土
坑
状
の
柄
部
が
つ
く
形
態
で
あ
る
。
奥
壁
部
の
壁
際
に
土
器
列
が
配
さ
れ
て
い
る
。
連
結
部
に

で
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
主
軸
が
四
・
九

m
、
柄
部
の
長
さ
は
、
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N

潮
見
台
型
と
柄
鏡
形
住
居
の
分
布
に
つ
い
て

な
る
と
多
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

は
対
ピ
ッ
ト
と
埋
甕
が
み
ら
れ
る

C

出
入
口
部
に
西
側
の
床
面
に
逆
位
の

t
器
と
と
も
に
円
礫
が
出
土
し
た
e

な
お
壁
部
の
主
軸
上
に
称

名
寺
I
式
士
器
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
。

9
は
、
東
京
都
調
布
市
卜
布
田
遺
跡
例
で
、
円
形
の
主
体
部
で
柄
部
の
先
端
に
角
を
も
つ
形
態
で

あ
る
。
奥
壁
部
に
石
の
な
い
空
間
が
あ
り
、
主
体
部
に
は
敷
石
、
柄
部
に
は
連
結
部
と
柄
部
先
端
の
埋
甕
の
間
に
配
石
が
み
ら
れ
る
。
柱

穴
は
壁
上
に
巡
り
、
対
ピ
ッ
ト
は
連
結
部
と
柄
部
に
も
み
ら
れ
る
。
埋
甕
は
連
結
部
と
柄
部
先
端
に
み
ら
れ
る
。

拡
大
期
の
柄
鏡
形
住
居
は
、
加
曽
利

E
4
古
式
段
階
の
も
の
は
、
洋
光
台
猿
田
遺
跡
や
前
原
遣
跡
の
事
例
の
よ
う
に
柄
部
の
幅
が
狭
く
、

長
さ
も
短
い
傾
向
が
あ
る
が
、
加
曽
利

E
4
新
式
期
に
な
る
と
向
郷
遺
跡
や
上
布
田
遺
跡
の
よ
う
に
柄
部
の
輻
や
長
さ
と
も
に
大
き
く
な

り
、
対
ピ
ッ
ト
の
柄
部
の
規
模
が
拡
大
し
、
対
ピ
ッ
ト
も
複
数
み
ら
れ
る
事
例
が
出
て
く
る
。
連
結
部
の
対
ピ
ッ
ト
が
溝
状
に
変
化
し
た

坂
東
山
遺
跡
な
ど
、
後
期
初
頭
称
名
寺
式
期
に
な
る
と
事
例
が
増
え
て
く
る
。
ま
た
、
同
時
に
埋
甕
を
も
た
な
い
柄
鏡
形
住
居
が
後
期
に

柄
鏡
形
住
居
の
柄
部
に
つ
い
て
は
、
図

4
で
主
体
部
と
柄
部
を
あ
わ
せ
た
主
軸
と
柄
部
の
長
さ
の
関
係
を
示
し
た
。
加
曽
利

E
3
新
式

期
の
柄
鏡
形
住
居
は
柄
部
の
知
い
も
の
が
多
い
。
加
曽
利
E
4
古
式
期
に
な
る
と
主
軸
が
八

m
以
内
で
、
柄
部
の
長
さ
が
二

m
以
内
の
も

の
が
集
中
し
、
こ
の
傾
向
は
加
曽
利

E
4
新
式
期
に
な
る
と
―

-
m
前
後
に
ま
と
ま
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
柄
部
の
拡
大
は
称
名
寺
式
期

に
は
継
承
さ
れ
る
が
、
後
期
堀
之
内

1
期
に
な
る
と
―

-
m
を
超
え
る
柄
部
を
も
つ
事
例
が
多
く
な
る
。

潮
見
台
型
の
住
居
は
加
曽
利

E
2
式
期
あ
る
い
は
曽
利

II
式
期
に
出
現
し
、
図

5
に
あ
る
よ
う
に
中
部
地
方
の
天
竜
川
流
域
と
南
関

東
、
酒
匂
川
流
域
、
相
模
川
流
域
、
鶴
見
川
流
域
に
集
中
し
、
多
摩
川
右
痒
の
流
域
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
中
部
地
方
の
潮
見
台
型
住
居
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図5 潮見台型の分布

が
土
坑
状
を
な
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
ひ
と

の
柄
鏡
形
住
居
は
、
こ
の
よ
う
に
主
体
部
に
つ
く
柄
部

や
東
京
都
練
馬
区
扇
山
遺
跡
の
事
例
が
あ
る
。
初
源
期

陵
で
は
柄
鏡
形
の
竪
穴
住
居
で
あ
る
邪
光
台
猿
田
遺
跡

と
こ
ろ
で
、
武
蔵
野
台
地
や
相
模
野
台
地
、
多
摩
丘

る。 や
丘
陵
部
で
は
柄
鏡
形
敷
石
住
居
と
し
て
出
現
し
て
い

が
柄
鏡
形
に
な
る
も
の
が
多
い
。
要
す
る
に
山
地
地
域

遺
跡
の
よ
う
に
掘
り
込
み
が
不
明
確
で
、
敷
石
の
形
態

跡
、
大
根
南
遺
跡
、
田
篠
中
原
遺
跡
、
神
奈
川
県
当
麻

は
、
群
馬
県
で
は
長
野
原
町
一
本
松
遺
跡
や
中
郷
遺

野
台
地
に
分
布
し
て
い
る
。
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居

山
梨
県
の
山
地
地
域
と
南
関
東
、
武
蔵
野
台
地
や
相
模

の
利
根
川
上
流
の
山
地
よ
り
の
地
域
や
神
奈
川
県
か
ら

一
方
、
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居
址
は
、
群
馬
県
な
ど

配
石
な
ど
の
施
設
を
も
つ
住
居
址
が
分
布
し
て
い
る
。

な
い
が
、
棚
畑
遺
跡
の
よ
う
に
奥
壁
部
等
に
石
壇
状
の

は
、
月
見
松
遺
跡
や
増
野
新
切
遺
跡
や
潮
見
台
型
で
は
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（
本
橋
二

0011:)
。

7
)
や
郷
土
遺
跡
の
よ
う
に
柄
鏡
形
住
居
で
集
落
が

つ
の
居
住
空
間
と
し
て
の
広
が
り
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
本
橋
二

0
1
1
―
-
）
。
潮
見
台
型
住
居
と
柄
鏡
形
住
居
の
共
通
点
は
、
小
張
り
出

し
部
も
し
く
は
連
結
部
や
柄
部
に
埋
甕
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
主
な
論
拠
と
し
て
、
山
本
暉
久
は
潮
見
台
型
を
柄
鏡
形
の
初
源

期
に
位
置
付
け
て
い
る
（
山
本
一
九
七
七
他
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
潮
見
台
型
は
明
ら
か
に
、
出
現
期
、
加
曽
利

E
3
新
式
期
の
柄
鏡
形
住

居
の
分
布
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
潮
見
台
型
や
石
壇
な
ど
配
石
を
も
つ
住
居
址
が
み
ら
れ
る
諏
訪
地
域
に
は
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居

址
は
み
ら
れ
な
い
。
柄
鏡
形
敷
石
住
居
址
が
み
ら
れ
る
の
は
、
後
期
に
な
っ
て
か
ら
諏
訪
地
方
や
よ
り
北
の
山
地
地
域
に
拡
が
っ
て
い
く

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
浅
間
山
麓
南
面
で
は
、
屋
代
遺
跡
の
よ
う
に
加
曽
利
E
3
新
式
期
の
柄
鏡
形
敷
石
住
居
（
図
2
.
2
)
は
、
同
じ

時
期
に
円
形
竪
穴
住
居
址
が
存
在
す
る
が
、
加
曽
利
E
4
式
期
に
は
大
型
の
柄
鏡
形
敷
石
住
屈
址
（
図
3
.
2
)
が
み
ら
れ
る
。
加
曽
利

E
3
新
式
期
の
柄
鏡
形
住
居
を
構
築
す
る
と
い
う
き
ま
り
が
受
け
継
が
れ
、
次
の
加
曽
利
E
4
式
期
に
も
柄
鏡
形
敷
石
住
居
を
造
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

戸
田
原
遺
跡
原
遺
跡
の
柄
鏡
形
敷
石
住
居
址
（
図
3
.

構
成
さ
れ
る
よ
う
な
遺
跡
が
あ
る
。
郷
土
遺
跡
は
、
加
曽
利

E
4
式
期
に
な
っ
て
柄
鏡
形
住
居
が
伝
播
し
、
定
着
す
る
。
長
野
県
佐
久
市

吹
付
遺
跡
も
加
薗
利
E
4
式
期
に
な
っ
て
か
ら
柄
鏡
形
敷
石
住
居
が
出
現
す
る

山
地
地
域
の
柄
鏡
形
住
居
は
、
山
本
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
と
し
て
出
現
し
た
可
能
性
が
高
い
が

（
山
本
一

1
0
1
0

他
）
、
同
時
に
南
関
東
、
武
蔵
野
台
地
や
多
摩
丘
陵
で
は
敷
石
を
も
た
な
い
柄
鏡
形
住
居
が
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
柄
鏡
形
住
屈

は
、
加
曽
利
E
3
新
式
土
器
も
し
く
は
、
加
曽
利
E
4
式
土
器
を
伴
う
こ
と
か
ら
加
曽
利
E
式
土
器
と
と
も
に
急
速
に
分
布
が
拡
大
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
柄
鏡
形
住
居
は
、
主
と
し
て
丘
陵
部
や
山
地
地
域
に
分
布
が
拡
大
す
る
一
方
、
例
え
ば
千
葉
県
松
戸
市
金
楠
台
遺
跡
や

袖
ヶ
浦
町
山
鹿
貝
塚
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
期
に
な
っ
て
か
ら
占
東
京
湾
沿
岸
に
波
及
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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環
状
集
落
の
崩
壊
と
柄
鏡
形
住
居
の
出
現

出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居
が
存
在
す
る
宮
の
原
遺
跡
で
は
、
柄
鏡
形
住
居
が
図

2
.
1
の
一
軒
と
円
形
竪
穴
の
敷
石
住
居
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
寺
原
遺
跡
で
は
、
加
曽
利

E
3
新
式
期
に
奥
壁
部
の
配
石
を
伴
う
潮
見
台
型
住
居
が
存
在
し
、
加
曽
利

E
4
式
期
に
は
柄
鏡
形
住

居
と
な
る
。
ひ
と
つ
の
遺
跡
で
潮
見
台
型
と
柄
鏡
形
住
居
が
存
在
す
る
の
は
、
寺
原
遺
跡
の
他
に
、
川
尻
中
村
遺
跡
や
大
地
開
戸
遺
跡
な

と
こ
ろ
が
、
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居
が
み
ら
れ
る
多
摩
丘
陵
や
武
蔵
野
台
地
で
は
、
潮
見
台
型
住
居
か
ら
柄
鏡
形
住
居
へ
の
継
続
性
あ

る
い
は
連
続
性
は
み
ら
れ
な
い
。
表
で
は
、
時
期
ご
と
の
遺
跡
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
縄
文
時
代
中
期
後
葉

加
曽
利

E
1
式
期
か
ら
加
曽
利

E
2
式
期
、
加
曽
利

E
3
古
式
期
で
途
絶
え
る
時
期
が
あ
り
、
柄
鏡
形
住
居
が
出
現
す
る
加
曽
利

E
3
新

加
曽
利

E
3
新
式
期
に
お
け
る
画
期
は
、
住
居
構
造
か
ら
も
み
ら
れ
る
。
竪
穴
の
掘
り
込
み
は
浅
く
な
り
、
柱
は
壁
際
に
つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
（
本
橋
―

1
0
0
五
）
。
加
曽
利

E
2
式
期
ま
で
は
、
関
東
ロ
ー
ム
を
深
く
掘
り
込
み
、
柱
穴
が
住
居
内
側
に
あ
る
構
造
で
あ
っ

た
も
の
が
、
次
第
に
掘
り
込
み
が
浅
く
住
居
形
態
も
不
整
形
な
も
の
な
ど
多
様
に
な
る
。

環
状
集
落
が
み
ら
れ
る
埼
玉
県
児
玉
町
古
井
戸
遺
跡
と
将
監
塚
遺
跡
は
、
距
離
的
に
近
い
位
置
に
あ
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
柄
鏡
形
住
届

址
は
、
古
井
戸
遺
跡
に
加
曽
利

E
4
式
期
が
一
軒
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
行
司
免
遺
跡
や
諏
訪
原
遺
跡
は
、
大
規
模
な

環
状
集
落
で
あ
る
が
、
加
曽
利

E
4
式
期
ま
で
集
落
は
存
続
せ
ず
、
柄
鏡
形
住
居
も
み
ら
れ
な
い
。

縄
文
時
代
中
期
中
葉
か
ら
末
葉
ま
で
、
継
続
し
て
住
居
が
存
続
す
る
東
京
都
西
東
京
市
下
野
谷
遺
跡
で
は
、
大
規
模
な
環
状
集
落
が
み

ら
れ
る
が
、
環
状
の
中
心
部
分
の
墓
域
に
柄
鏡
形
住
居
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加
曽
利

E
3
新
式
期
ま
で
の
居
住
域
と
墓
域

式
に
画
期
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
本
橋
二

0
一
七
）
。

ど
、
相
模
川

t
流
域
に
集
中
す
る
。

V 



表 縄文時代中期後葉の主な遺跡

遺跡名 加曽利El 加曽利E2
加曽利E3 加1，1,利E4

称名寺 遺跡名 加曽利El 加曽利E2
加曽利E3 加曽利E4

称名寺
古 新 十lJ 新 古 新 寸LI 新

東京都―卜野谷 ． ． ． ． ． ． ． 埼 l;．県西）駅大塚 ． ． ． ． ． 
貨 1見池遺跡群 ． ． ． 古）i・・ } i ． ． ． ． 
扇山 ． ． ． ． ． ． ． 将監塚 ． ． ． 
池淵 ． ． ． ． 鎌介公園 ． ． ． 
rttt- J II ． ． ． 樋ノド ． ． 
堀北 ． ． ． 諏訪野 ． • 
中村橋 ． ． ． 1i・ dj免 ． ． ． ． 
大泉井頭 ． ． ． ． 板東山 ． ． ． ． ． 
八ヶ谷Ji ． ． ． ． 志久 ． ． 
落合 ． ． ． ． 群馬県田篠中原 ． ． ． 
新山 ． ． ． ；原田 ． ． ． ． ． ． ． 
鶯谷 ． ． ． ． ． 南蛇井増光寺 ●? ． ． 
桜木 ． ． ． ． ． 打田梅＊＇ 11 ． ． ． ． 
はらやま ． ． ． ． 新堀束源ヶ原 ． ． ． ． ． 
武蔵台東 ． ． ． ． ． 中郷 ． ． ． ． ． ． 
NT72 ． ． ． ． ． ． ． 長野原一本松 ． ． ． ． 
'.'-JT.796 ． ． ． 横破中村 ． ． ． ． ． ． 
NT.57 ． ． ． 大根南遺跡群 ． ． ． 
恋ヶ窪東 ． ． ． ． ． 噌 利 I) （曽利 II) （曽利 m) （曽利N) （曽利V)

向ノ岡 ． 長野県増野新切 ． ． ． ． 
宇津木台 ． ． ． ． 棚畑 ． ． ． ． 
向郷 ． ． ． ． ． 居沢尾根 ． ． 

神奈川県潮見台 ． ． 花上寺 ． ． ． ． ． 
新巨 ． ． 荒神山 • ． ． 
当麻 ． ． ． ． ． ． ． 曽利

大熊仲町 ． ． ． ． ． 二．田原遺跡群 ． ． ． 
桜並 ． ． ． 郷上 ． ． ． ． ． ． ． 
t中丸 ． ． ． ． 屋代 ． ． ． 
稲ヶ原 A ． ． ． ． ． 
月出松 ． ． ． ． ． 
尾崎 ． ． ． ． ． 
川尻中村 ． ． ． ． 
大地開） i ． ． ． 
勝坂 ． ． 
寺原 ． ． ． ． 118 
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こ
よ
っ

,
1
 

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

図
6
は、

の 一
方
で
、

、。し

る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
出

へ
と

]
と
が
で
き
る
（
本
橋
―

1
0

に
よ
っ
て
、

し＼

つ
ま
り
、

て
い
た
の

っ
て
は
、

の
イ
メ
ー
ジ
が
縄
文
人
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
つ
く
る
た
め

て
新
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し‘

W

お
わ
り
に

て、

で
は
、

つ
く
る
た
め
に
、

ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う

i
O
O
O
)
。

ひ
と
つ
の

し
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遺
構
と
柄
鏡
形
敷
石
住
居
址
な
ど
の
配
置
図
で
あ
る
。
北
側
に
あ
っ
た
後
期
初
頭
の
柄
鏡
形
住
居
は
、
後
期
前
葉
か
ら
配
石
遺
構
に
柄
鏡

形
敷
石
住
居
が
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
位
置
に
つ
く
ら
れ
る
。
配
石
遺
構
の
中
に
は
石
棺
墓
な
ど
の
墓
が
つ
く
ら
れ
、
墓
域
と
住
居
群
が

つ
な
が
る
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
。
山
地
地
域
の
大
規
模
な
遺
跡
で
は
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
が
墓
域
な
ど
の
葬
送
儀
礼
の
よ
う
な
祭
祀

的
な
特
徴
が
よ
り
顕
在
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
集
落
に
人
間
が
よ
り
定
着
し
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
集
落
を
構

成
す
る
人
の
結
束
の
強
い
現
れ
が
列
石
な
ど
の
配
石
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

柄
鏡
形
住
居
が
「
住
居
」
で
な
い
可
能
性
を
指
摘
す
る
議
論
が
一
―

1
0
年
を
経
て
未
だ
に
決
着
を
み
な
い
。
柄
鏡
形
住
居
の
性
格
を
一
元

に
捉
え
る
の
は
困
難
と
考
え
る
。
柄
鏡
形
住
居
址
の
な
か
に
は
、
床
面
に
焼
土
が
堆
積
し
て
い
た
り
、
石
棒
片
が
集
中
し
て
出
土
し
た
り
、

祭
祀
的
な
行
為
の
痕
跡
を
想
定
さ
せ
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
も
よ
う
に
柄
鏡
形
住
居
を
「
住
居
」
で
あ
る
こ
と

を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
縄
文
人
は
こ
の
時
期
、
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
方
を
し
て
い
た
か
。
よ
り
多
く
の
事
例
か
ら
、
疑
い
も
な
く
柄

鏡
形
の
建
物
は
「
住
居
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
す
べ
て
が
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
た
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
廃
屋
後
の
利
用
は
、
住
居
使
用
時
点
と
は
別
に
検
討
す
べ
ぎ
も
の
と
考
え
る
。
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